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も作者と同じ感覚を共有する場所をつくりだす装置と位置付ける作品研究である。   
 
提出作品「記憶の在り処」は、建物の形状を仮託し自己の存在を確認する場の表現を試みたこの作品で
は、巨大ビルが止めどなく増殖し景色が変化を続ける都市に表現を拡大している。都市の無機質に繰り
広がる立ち並ぶビル群の中に自己の場所を探し彷徨する行為は、ギミックを用いて鑑賞者である他者と
体感を通して共有する効果と作品の視覚に魅力をくわえている。立面は、金属の断片を溶接で繋ぎ合わ
せた板材で構成。金属の一元加工で制作を進めていく鍛金技法と蓄積や増殖で形が造られる行為は、作
者の表現と調和したことが大きいと考える。技法を限定し表現に傾倒して、金属のもつ重厚な質感と作
者の制作行為による蓄積でつくられた、その独特な世界観。自己のもつ心象的な場所を鑑賞者の概念に
重ね映す装置としての側面をもつ造形表現を目指した提出作品は、興味深く明確に鑑賞者にイメージを
伝える事の出来る優れた作品であり、審査にあたった全員が学位の水準を満たしていると判断した。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 自己の制作の根拠となる根幹を求めて、過去の記憶にある不在感、不安感を手がかりに論考をすすめ
た。 
 内部空間を持つ建築物をモチーフとしその形に気持ちを託し不在とも空洞とも解釈出来るその内部空
間に、自己の不在感、不安感を投影させている。 
 制作にあたり鍛金による手法を用いる意味、表面処理による時間感覚等詳細に分節化を試みている。 
 論考の深化とともに、制作面との矛盾が露呈され、改めて頭での論考と感覚的な表現伝達とのパラレ
  
 
ルな関係に気づいたのではないかと思われる。 
 作品を制作し表現する事とは、まさにこの様な事が果てしなく繰り返されるラビリンスなのではない
か。 
 本人はまさに博士課程において、それらを素直にだどり、自己を見つめ直し、新たな出発点となる手
がかりの前に立っている状態である。 
 正面から自己の表現の根幹に立ち向った論考と姿勢を評価し、博士として承認された。 
 
